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【平成20年度・後期学期・ミクロ経済学II・演習問題2】
【問1】 次の式をｘについて微分しなさい。
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【問2】 次のように労働投入（Ｌ）によってのみ、企業の産出量（ｑ）が決まるような生産関数が下のように与えられている。（労働投入量と生産量はプラスの値の範囲のみに定義される）これについて後の問に答えなさい。（関連するグラフを描くこと）

ｑ=2L0.5
(1) この企業の利潤関数を定め、利潤最大化の一階の条件を定めなさい。

(2) 今、産出物の価格がＰ＝２、労働賃金率（名目）がＷ＝４であるとき、この企業の利潤が最大となる労働投入量と産出量を求めなさい。

(3) （イ）の状態における最大化された利潤量を求めなさい。

(4) 今、賃金率がＷ´＝６に上昇した。このとき利潤最大となる労働投入量を求めなさい。
(5) 　実質賃金率を縦軸に、労働投入量を横軸に取った座標平面を描き、上の（イ）と（エ）の状態における利潤最大となる労働投入量
と実質賃金の関係を表す点を見つけなさい。また、これら２点を結んだ直線により、労働供給関数を表しなさい。
� 　このような値を最適労働投入量と呼びます。	
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